
 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

□８月２１（金）は、奥村さんの体操と千秋さんのヴォイストレーニングに始まり、今日は、コン

サート第一部の曲を通しレッスンするということで、「春を待つ」、「淀川三十石舟唄」、「初心

のうた」を本並先生指揮で、連絡休憩をはさんで、「林道人夫、」、「ゆらゆら春」（ソロは臨時

に古谷さんで）「死んだ男の残したものは」を伊藤副指揮者の指揮でレッスンを受けました。ピア

ノは森さん、参加は全３１名でした。 

 
レッスン一口メモ 
□「春を待つ」の「ぽっと夢が咲く」；「ぽっと」に情景、心象を統一した思いをこめ、この曲の

なかでも際立ったハイライトを置く。 

 

□全曲；はなし言葉のアクセントどおりの歌い方をする。音程の高い音にアクセントを置きがちだ

が、聞く方には不自然に聞こえる歌詞がある、何度も具体的な指導があるので注意して歌う。 

 

□ヴォイストレーニングでの指導通り、横隔膜の下、下半身でうたう、息は腰の下へ、さらに下へ

下へ。声帯は亜矢子先生の指導にあるように、弓を引くように、頭の後ろに引っ張る。口は縦に、

平べったくならないよう、これも、毎回の指導通りに。 

 

コンサートチケット拡大いよいよ始まる！ 
□１０ｔｈコンサートのチケット係の山本力さんから、配布の「チケットの取り扱い」（４ページ）

について説明がありました。 

 

□第一回抽選会を９月１８日（金）定例レッスン時に行います。この日に参加できない団員は、

代役を立ててください。（チケット係の山本さんあるいは岡邑さんに依頼しても可） 

 

□前回のチケット拡大には約４か月かかっています。９月１８日をスタートにみなさん拡大に入っ

てください。拡大目標のアンケートを行います。 

昴 男声合唱団 
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□全席指定ですので、席ごとに個人名(取扱い団員名と来客名)で管理します。これには抽選時の封筒

を用います。 

 

□入金はなるべく一括前納で。集金は各団員で。 
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